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廉
塾
と
本
陣
の
祭
り
高

橋

孝

丁

昨
年
十
月
、
神
辺
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

「
廉
塾
」
と

「
神
辺
本
陣
」

を
会
場
に
し
た
二
つ
の

「秋
祭
り
」
が
、
本
顕
彰
会
の
主
催

（共
催
）

に
よ
っ
て
相
次
い
で
催
さ
れ
た
。

そ
の

一
つ
は
、
茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
十
周
年
記
念

「廉
塾
ポ
エ
ム
祭

り
」
で
、
十
月
十
四
日
、
廉
塾
周
辺
の
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。　
一

会
場
で
は
、
「茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
回
顧
展
」
「茶
山
ポ
エ
ム
の
歌
発
表

ハ
巨

「
町
並
み
史
跡
ラ
リ
ー
」
「
屋
台
」
な
ど
、
廉
塾
の
長
い
歴
史
の
中

で
初
め
て
の

「秋
祭
り
｝
を
楽
し
む
約
五
百
人
の
人
た
ち
で
、
七
日
市

の
町
並
み
は
三
百
年
前
の
に
ぎ
わ
い
を
戻
し
た
。

．
今

一
つ
は
、
十
月
二
十
日
～
二
十
九
日
の
十
日
間
、
神
辺
本
陣
で
開

催
さ
れ
た

「
動
く
夢
シ
ア
タ
」
で
あ
る
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
井
原
線
開
通
以
来
、
神
辺
町
を
訪
れ
る
観
光
客

が
急
増
す
る
に
つ
け
、
本
陣
向
か
い
の
神
原
さ
ん

（本
会
理
事
）
が
見

る
に
見
か
ね
て
、
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
か
っ
て
出
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
い
き
お
い
、
本
会
理
事
の
有
志
も
本
陣
案
内
役
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
度
、
県
内
に
唯

一
伝
わ
る
神
辺
本
陣
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
い

た
だ
き
、
文
化
交
流
の
場
を
通
し
て
出
会
い
と
感
動
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
と
い
う

「
あ

や

・
夢
の
里
」
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
共
催
で
初
め
て
開
く
こ
と
に

な
っ
た
。
連
日
盛
会
で
、
延
べ
五
千
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
予

期
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

期
間
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
の
テ
レ
ビ
放
送
も
神
辺
町
の
情
報
発
信
に
な

・り
、
本
会
の
実
力
も
あ
ま
た
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
の
も
、
今
回

の
余
藤
で
あ
っ
た
。

二
つ
の

「
祭
り
」
は
、
い
ず
れ
も
史
上
初
の
祭
り
で
あ

っ
た
が
、
こ

れ
ら
の
祭
り
を
通
し
て
、
神
辺
が
誇
る
文
化
財
の
す
ば
ら
し
さ
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
文
化
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
格
別
の
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（菅
茶
山
先
生
遺
芳
顕
彰
会
会
長
）


